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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２０年１１月分） 

２０２０年１２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ国内で新型コロナ感染再拡大が継続

（１～３０日） 

１０月半ば以降、ＢＨ国内では新型コロナウ

イルス感染再拡大の傾向が続いており、１１

月も一日の新規感染者数が平均１，０００人超

で推移。感染再拡大を受け、１０日、ＢＨ連邦

政府は夜間の外出を一部規制する措置を再

導入。また、ＲＳ政府も予防措置の厳格化を

検討している。 

 

●統一地方選挙の実施（１５日） 

統一地方選挙（各自治体の首長選および

議会選）が全国約１４０の自治体（モスタル市

のみ１２月２０日に実施予定）で行われ、ＢＨ

連邦のサラエボ市内各区長選では、野党「４

党連合」の統一候補が複数選挙区で現職のＳ

ＤＡ（ボシュニャク系与党第一党）候補に勝利。

またＲＳの中心都市バニャ・ルカ市（ＲＳ）の市

長選挙では、ＲＳ野党の統一候補がＳＮＳＤ

（セルビア系与党第一党）現職候補に勝利す

るなど、主要都市で野党が躍進。最終結果は

１２月１５日までに確定する見通し。 

 

●ドディックＢＨ大統領評議会議長の就任（２

０日） 

ドディックＢＨ大統領評議会議長（元首、セ

ルビア系）が、ジャフェロビッチ前議長（ボシュ

ニャク系）にかわり就任。同議長職は、ＢＨ憲

法に基づき３名による８か月ごとの交代制とな

っており、ドディック議長の任期は２０２１年７

月１９日までとなる。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●サラエボ市郊外で移民・難民による住民殺

傷事件が発生（１７、２６日） 

１７日夜、サラエボ市中心部から西方約１０

キロに位置するイリジャ区内のカフェ店内にお

いて、３人組の移民・難民がＢＨ人の同区民３

名を刃物で殺傷する事件が発生。２６日、隣

国のセルビア警察は、ベオグラード市内のホ

ステルにいたモロッコ出身の移民の男性を同

殺人容疑で逮捕した。容疑者は近日中にもセ

ルビアからＢＨに移送される予定。 

 

●サラエボ・カントン議会、ＳＤＡ政権に対する

不信任決議案を可決（３０日） 

サラエボ・カントン議会は、野党「４党連合」

（人民と正義（ＮｉＰ）、我々の党（ＮＳ）、社会民

主党（ＳＤＰ）、ＢＨ独立系リスト（ＮＢＬ））が提

出したＳＤＡ主導の同カントン政権に対する不

信任案を賛成多数で可決。本件をめぐっては、

１０月にＳＤＡを離党したチャンパラ同議会議

員が「４党連合」とともに不信任案に賛同した

ことでＳＤＡは議会少数派に転落。「４党連合」

は近く首相候補を指名し、２１０８年国政選挙

以来２度目となる同カントン政権を発足させる

見通し。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＳＮＳＤ、野党出身のバニャ・ルカ市新市長

との対決姿勢を鮮明化（２４日） 

ドディックＳＮＳＤ党首は、１５日に実施され

た地方選挙の結果を受け、議会多数派を獲

得したバニャ・ルカ市議会の運営をめぐりＲＳ

連立与党の党首等と会談。この中でドディック

党首は、同市市長選において民主進歩党（Ｐ

ＤＰ）などのＲＳ野党の統一候補としてＳＮＳＤ

の現職候補に勝利（暫定結果）したスタニブコ

ビッチ新市長との対決姿勢を鮮明化、同市長
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の市政運営には協力しないとする方針を表明

した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●インツコ上級代表、第５８回国連安保理報

告を実施（５日） 

インツコ上級代表は、第５８回国連安保理

報告を行い、この中で、デイトン和平合意２５

周年を迎える本年も、一部の政治勢力がＢＨ

国家を否定する動きを続けていることに懸念

を表明。これに対してＢＨ国内では、セルビア

系およびクロアチア系が、同報告は特定民族

への批判に偏っているとして批判。また、露国

連常駐代表も同報告を批判するとともに、国

連非公式会合を開催し、主要３民族政党の各

党首から、各民族の見解を聴取したいとする

意向を述べた。 

 

●ＰＩＣ・ＳＢ、公平な統一地方選挙の実施を求

める共同声明を発出（１０日） 

ＰＩＣ・ＳＢは、１５日に予定されている統一地

方選挙の投票日を前に、自由かつ公平な選

挙実施を求める旨の共同声明を全メンバー国

の一致により発出した。 

 

●ＢＨおよび各国の要人、デイトン合意２５周

年に関する共同声明を発出（２１日） 

デイトン和平合意２５周年に際して、ＢＨ大

統領評議会、インツコ上級代表、ストルテンベ

ルクＮＡＴＯ事務総長、ボレルＥＵ上級代表な

ど、主要国および主要国際機関の要人が声

明を発表。また、ＰＩＣ・ＳＢも、デイトン合意２５

周年に際して全メンバー国一致のもと、共同

声明を発出した。 

 

●ボレルＥＵ上級代表のＢＨ訪問（２０～２１日） 

デイトン和平合意２５周年にあわせ、ボレル

ＥＵ上級代表がＢＨを訪問し、ＢＨ大統領評議

会３メンバーとの間でＢＨのＥＵ加盟プロセス

および新型コロナ対応などをめぐり会談を実

施。このほか、ボレル上級代表はＢＨ議会上

下両院議長団、トゥルコビッチＢＨ副首相兼外

相およびベバンダＢＨ財相、ＢＨ連邦およびス

ルプスカ共和国の主要野党党首とそれぞれ

会談を行った。 

 

●デイトン合意２５周年記念国連アリア・フォ

ーミュラ会合の開催（２４日） 

露国連常駐代表の主催により、ＢＨ情勢に

関する当国主要政党党首の意見聴取を目的

に、デイトン和平合意２５周年記念国連アリ

ア・フォーミュラ会合（非公式会合）が開催され、

インツコ上級代表、ドディックＳＮＳＤ党首、チョ

ービッチＨＤＺ（クロアチア系与党）党首が参加。

ドディック党首はＯＨＲ批判とともに、ＲＳのセ

ルビアとの統合方針を強く示唆する発言。一

方で、同じく招待を受けたイゼトベゴビッチＳＤ

Ａ党首は、ＢＨを対外的に代表するのは大統

領評議会のみであると反発し、同要請を拒否

した。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・パキスタン間で不法滞在国民の本国

送還に関する協定締結（４日） 

ツィコティッチＢＨ治安相は、訪問先のパキ

スタンにおいてシャー同国内相と会談し、ＢＨ

国内で深刻化する不法移民・難民問題（注：当

国内の不法移民には多数のパキスタン出身

者が含まれるとみられている）の解決に向け、

不法移民・難民の本国強制送還に関する二
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国間合意を締結。同合意の発効後、両国政府

は、協定相手の国民が自国に不法滞在してい

た場合に、同人を出身国に強制送還すること

が可能になる。 

 

●ＢＨ・セルビア外相会談（５日） 

トゥルコビッチＢＨ副首相兼外相は、南東欧

協力プロセス（ＳＥＥＣＰ）会合に出席のため訪

問したトルコで、セラコビッチ・セルビア外相と

会談を実施。両外相は、両国の新型コロナ対

応のほか、世界各国の市場における両国の

競争力向上を目指し、ＢＨ・セルビア二国間お

よび西バルカン地域全体で経済協力を強化し

ていく方針につき話し合った。 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●坂本（前）大使のジャフェロビッチ大統

領評議会議長およびコムシッチ同クロアチ

ア系メンバーへの離任表敬（１８日） 

１１月１８日、坂本（前）駐ＢＨ日本大使

はジャフェロビッチ大統領評議会議長（元

首、ボシュニャク系）およびコムシッチ同ク

ロアチア系メンバーに離任表敬を実施。会

談では日・ＢＨ関係などにつき話し合い、

両メンバーからは、両国の関係強化に対

する坂本（前）大使の貢献と、これまでの

日本の対ＢＨ支援および経済協力への謝

意が述べられた。 

 

（写真：坂本大使とジャフェロビッチ議長） 

 

３．経済 

（１）経済政策・公共事業 

●公営アルミニウム精錬企業アルミニ社、約１

年半ぶりに操業を再開（３日） 

昨年７月に経営危機に陥り、以来操業を停

止していたモスタル市の公営アルミニウム精

錬企業アルミニ社が、同市にある同社工場の

操業を再開。操業再開に先がけ、アルミニ社

は本年４月、イスラエルに拠点を置くＭ．Ｔ．ア

ブラハム・グループとの間で同工場のリース契

約を結んでいた。 

 

（２）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●ドイツ政府、人工呼吸器１２台をＢＨに供与

（２日） 

ドイツは、新型コロナウイルス問題をめぐる

対ＢＨ支援の一環として、独製人工呼吸器１２

台をサラエボ市、モスタル市、およびバニャ・

ルカ市などのＢＨ国内各地の病院に供与する

方針を発表した。 

 

●ＥＵとドイツ、ＢＨの観光業活性化に向け支

援を実施（５日） 

ＥＵとドイツは、EU4Business（ＥＵ加盟希望

国に対する企業支援などを行うＥＵの枠組）を

通じ、ＢＨ国内におけるアドベンチャー・ツーリ

ズムの活性化に向け、国内１０の自治体との

間で総額３４万ＫＭ（約１７万４，０００ユーロ）

規模のプロジェクト実施に向けた覚書を締結

した。 

 

●ＩＭＦ、対ＢＨ追加資金貸付を来年２月まで

に実施の見通し（３０日） 
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ジュウェル当地ＩＭＦ（国際通貨基金）事務

所長は、新型コロナ問題対応としてＢＨ政府

がＩＭＦ側に要請中の７億５，０００万ユーロ規

模の追加資金貸付につき、来年２月ごろの貸

付実施に向け、現在ＢＨ政府と貸付条件など

をめぐり交渉中である旨発言。本件をめぐって

は、ＢＨ政府が本年９月にＩＭＦに追加の貸付

を要請、ジュウェル事務所長は貸付の条件と

して、保健、財政制度の改革などをＢＨ政府に

求める方針としている。 

 

（３）民間セクター 

●墺企業、来年にも新たな対ＢＨ直接投資の

方針（１３日） 

墺のＰｅｗａｇ Ｇｒｏｕｐは、来年にも２００万Ｋ

Ｍ（約１０２万ユーロ）を投じＢＨ北部のスルバ

ツ市（ＲＳ）に繊維製品工場を開設の方針。同

工場が開設されれば、新たに８０人程の雇用

が生まれるとしている。 


